
 

 
２０１５年１２月４日〈金〉第１例会  第２６４６回 

例会場：益田商工会議所２階会議室  事務局 TEL23-3392 FAX23-4069 
～～～～プログラム～～～～ 

◎開会の言葉              １２：３０               山根幹事 
◎点鐘                                    佐々井会長 
◎国歌斉唱・ロータリーソング〈奉仕の理想〉 
◎四つのテスト                          ロータリー情報小委員会 
◎ゲストスピーカー＆ビジター紹介                       佐々井会長 

米山記念奨学生  朴 率喜（ぱく そり）さん･･･１２月分奨学金を贈呈します。 
◎１２月慶祝報告  お誕生祝：ありません    ご結婚祝：森田会員、佐々井会員、田上会員 

― 乾 杯 ― 
◎食事案内《すし正》                             右田ＳＡＡ 
★ＭＹ箸をご利用の方は｢ＭＹ箸ＢＯＸ｣に割り箸をお返し下さい。次週ＭＹ箸率を発表します★ 

前例会(１１月２７日)ＭＹ箸率報告……１６名うち６膳返却で３７．５％でした。 

◎会長挨拶                                  佐々井会長 
◎スマイル報告                                右田ＳＡＡ 
◎幹事報告                                   山根幹事 
１．次週１１日(金)は第２回第５グループ高橋ガバナー補佐訪問例会です。また、例会終了後、

第７回〈１２月〉理事会を行います。 

２．本日１６:１５～吉田南小学校プールへＥＭ菌投入、その後 高津小学校分を作製します。 

３．１０日(木)１６:１０～ＩＡＣ例会及び写真撮影が行われます（出席確認を回覧します）。 

４．１１／２９山陰中央新報に９月１９日実施 地区補助金プロジェクトの記事が掲載されました。 

５．配付物･･･『ロータリーの友』１２月号(ﾖｺ P36 地区大会略報掲載)、ガバナー月信 Vol.６(P7

訃報に故 中島偕弼会員掲載)、会員名簿最新版       ５．その他 

◎委員会報告                            クラブ管理運営委員会 
総 員 出 席 欠 席 長 欠 Ｍ Ｕ 出席率 
１６名 名  名 名 名 ％  

◎年次総会 

 《年次総会次第》 

  ・開会の言葉                             山根幹事 

  ・定足数確認（会員総数の３分の１）                  山根幹事 

  ・次年度の役員および理事の選挙（会長エレクト承認）         佐々井会長 

     

  ・次年度会長挨拶 

 

  ・閉会の言葉                             山根幹事 

 

◎閉会点鐘               １３：３０              佐々井会長 

ＭＵ 12/2（江津ＲＣ）高橋会員、増野会員  12/3（浜田ＲＣ）高橋会員、青木会員 

創立Ｓ３６年 1 月２４日 THE ROTARYCLUB OF MASUDA 承認Ｓ３６年３月１６日 

会長 佐々井智惠子 副会長 増野泰樹 幹事 山根哲朗 副幹事 永島一忠 会計 赤木利光 ＳＡＡ 右田明 



益田ロータリークラブ 前例会記録 <１１月２７日>

 
◎スマイルボックス開凾  ４月～９月（６ヶ月分です） ３５０，０００円 
  ぴたり賞：３５０，０００円  神一会員、永島会員 
  最 高 賞：３９０，０００円  田原会員 
  最 低 賞：２９１，０００円  右田会員 

◎会長挨拶 

みなさまこんにちは。 

  １１月１６日、石見空港利用促進の決起集会に参加してまいりました。仕事も全国組織には加

入していませんので、私のように益田からあまり出ることのない者にとって、なるべく飛行機を

利用してくださいと言われても、用事もなく飛行機の利用は１年に１度あるかないかのような状

態です。 

  娘などはマイルがたまって、何回かに１度は無料で帰って来たりしますが、皆様の中にもかな

り利用率向上に貢献されている方がいらっしゃると思います。引き続きますますのご利用をよろ

しくお願いいたします。 

  この会議の最中、ひとまろビジョンが撮影していたので、ウトウトも出来ず緊張いたしました。

私は時々ひとまろビジョンで市議会の様子を見るのですが、ずっと映していますよね。市議の人

って夜更かしして眠くなったらどうするのだろう・・・といらぬことを考えてしまいました。 

◎幹事報告 

１．前例会週報に１２月例会予定表を添付しましたが、第２例会(１２月１１日)が第２回第５グ

ループ高橋ガバナー補佐訪問例会となります。訂正した予定表を添付します。 

２．１６日(月)１４時～｢萩･石見空港－東京路線２便化促進決起集会｣(於:市民学習センター)に

佐々井会長が出席されました。 

３．１２月のロータリーレートは、１１月と同じ １ドル＝１２０円です。 

４．次週１２月４日(金)１６:１５～吉田南小学校プールへＥＭ菌投入、その後、高津小学校分

作製を行います。出席確認を回覧します。 

５．その他 
◎委員会報告                            クラブ管理運営委員会 

総 員 出 席 欠 席 長 欠 Ｍ Ｕ 出席率 

１６名 １４名 ０名 ０名 ２名 １００％ 

◎会員スピーチ                                 櫨山会員 

 

◎スマイル報告 

＊川本で１２時過ぎまで飲んでいました。ぴたり賞で目がさめました。……神一会員 

＊スマイルぴたり賞……永島会員 

＊最高でサンキュー……田原会員 

＊スピーチさせていただきます。つたない話しですみません。……櫨山会員 

＊思いがけず、インターアクト指導者講習会へ出席した日当（車代）いただきましたのでスマイ

ルします。……佐々井会員 

＊次の会議の都合で早退します。……山根会員 

＊本日、早退いたします。申し訳ありません。……増野会員 

＊早退します。……右田会員 

＊①前例会欠席すみません。②プールへのＥＭ菌投入になかなか参加できません。……森田会員 

＊本日早退すみません。……森本会員 
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ロータリーの友・ダイジェスト（２０１５年１２月号）

Ｋ．Ｒ．ラビンドランＲＩ会長メッセージ（ＲＩ指定）

「贈り物を分かち合う」

カナダ軍がオランダを解放した1945年，オランダは飢饉の淵にありました。苦しむ多く

の人たち，とりわけ子供たちに心を動かされ，４人のカナダ人の兵士が子供たちへのクリ

スマスプレゼントの準備をします。

４人は仲間の兵士から，（たぶん配給品である）お菓子や漫画本を集め，おもちゃを手

作りするなどして，準備し，12月１日には準備を整え，プレゼントを渡すために１２月２

５日を待ちます。

ところが，４人に対し，12月６日に帰国するとの指令が下ります。４人は仕方なくオラ

ンダを発つ前日の12月５日にサンタクロースに扮して児童養護施設を訪ねますが，ドアを

３回ノックすると子どもたちが静まりかえり，神父は驚きの色を隠せませんでした。実は，

オランダでは，サンタクロース（オランダではシンタクロース）は，12月25日ではなく，

12月６日の「聖ニコラスの日」の前日である12月５日にやってくるとされていたのでした。

子どもたちは大喜び，そして，オランダ12月５日にサンタクロースがやってくることにな

っていることは，思いがけない４人の喜びになったのでした。

人々に喜びをもたらすことによって，自らが犠牲になることはありません。それどころ

か，喜びは増していくのです。

たしかに，思い返せば，自分が誰かのためのプレゼントを作ったり選んだりしていると

きは，プレゼントをもらうときと同じように嬉しかったり，楽しかったりするものです。

※ サンタクロースの起源と各国のサンタクロース事情（ウィキペディアの記事から）

４世紀頃の東ローマ帝国・小アジアのミラの司教（主教）、教父聖ニコラオス（ニ

コラウス）の伝説が起源である。「ニコラオス」の名はギリシア語表記。ラテン語で

はニコラウス。イタリア語、スペイン語、フランス語ではサン・ニコラ。イタリア語

ではニコラオとも。ロシア語ではニコライ。「ある日ニコラウスは、貧しさのあまり

３人の娘を嫁がせることになる家の存在を知った。ニコラウスは真夜中にその家を訪

れ、金貨を投げ入れる。このとき暖炉には靴下が下げられていたため、金貨は靴下の

中に入っていたという。この金貨のおかげで娘の身売りを避けられた」という逸話が

残されている。この逸話が由来となり、「夜中に家に入って、靴下の中にプレゼント

を入れる」という、今日におけるサンタクロースの伝承が生まれている。なお，クリ

スマスに金貨形のチョコレートを食べるのはこの伝説が由来だと思われる。

サンタクロースのことを，イギリスではファザークリスマスと言い、緑色の（近年

は赤が主流）の服を着ている。赤い色の服を着るようになったのは，コカコーラの宣

伝イラストが起源。

オランダではクリスマスが１シーズンに２回あり、プレゼントがもらえるのは12月

６日の「聖ニコラスの日」の前日と、25日のクリスマスである。
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イタリアではクリスマスが１月６日まで続き、５日に魔女が来て、良い子にお菓子

を、悪い子に石炭をくれるという伝説がある。

ドイツでは、悪い子は「悪い子に罰する黒いサンタ（クネヒト・ループレヒト）」

に攫われるという言い伝えがある。しかし現在では、ドイツの子供たちは「クリスマ

ス男」と「クリストキント」（クリスマス子）とのどちらかを信じているといわれて

おり、どちらが持ってくるかで学校では論争があるという。なおドイツでは、サンタ

クロースは商業主義だとしてカトリックによるサンタクロース排撃事件があり，神父

たちが襲われる事件もあった。

ロシアではマロースおじさんが孫娘のスニェグーラチカを連れて、プレゼントを配

るという風習がある。

南半球に位置するオーストラリアでは、夏のクリスマスにサンタクロースが来る。

管理委員長の思い（ロータリー財団管理委員長 レイ・クリンギンスミス」（ＲＩ指定）

「今年度の会長主催会議」

ロータリーの重点分野に関連して５つの会議を企画しました。重点分野に詳しい専門家

とともに主題について理解を深める機会になります。
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